
技 

術 

情 

報 

施
設
の
長
寿
命
化
、
気
候
変
動
に
よ
る
 

災
害
へ
の
減
災
・
防
災
に
対
応
し
た
工
法
 

前
田
工
繊
株
式
会
社
 
景
観
マ
テ
リ
ア
ル
推
進
部
 
伊

藤

順

也

 

開
発
技
術
部
 
服

部

浩

崇

 

は
じ
め
に
 

自
然
公
園
等
整
備
事
業
に
お
い
て
は
、
 

国
立
公
園
、
国
定
公
園
、
長
距
離
自
然
 

歩
道
等
に
お
い
て
、
「
自
然
と
共
生
す
 

る
社
会
」
を
実
現
す
る
た
め
、
自
然
環
 

境
の
保
全
や
自
然
生
態
系
の
再
生
を
図
 

る
と
と
も
に
、
安
全
で
快
適
な
利
用
を
 

推
進
す
る
た
め
に
施
設
等
の
整
備
が
行
 

わ
れ
て
い
る
。
 

近
年
で
は
、
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
 

エ
ク
ト
重
点
整
備
事
業
（
平
成
二
八
年
 

度
ー
）
、
国
立
公
園
等
施
設
利
用
環
境
 

整
備
事
業
（
長
寿
命
化
対
策
）
（
平
成
 

二
九
年
度
ー
）
な
ど
が
代
表
事
例
で
あ
 

る。 
一
方
で
気
候
変
動
に
伴
う
近
年
の
豪
 

雨
災
害
や
地
震
災
害
に
対
す
る
減
災
‘
 

防
災
へ
の
取
り
組
み
の
必
要
性
が
向
上
 

し
て
い
る
。
 

こ
の
よ
う
な
環
境
背
景
の
も
と
、
当
 

社
で
取
り
組
ん
で
い
る
工
法
と
し
て
次
 

の
三
工
法
を
紹
介
す
る
。
 

①
c
~
L
E
s
s
基
礎
工
法
 

②
間
伐
材
を
利
用
し
た
木
製
鉄
芯
工
法
 

③
法
面
緑
化
工
法
 

①
c
~
L
E
s
s
基
礎
工
法
 

（
鋼
管
打
込
み
式
簡
易
基
礎
）
 

c
~
L
E
s
s
基
礎
工
法
は
公
園
の
 

デ
ッ
キ
・
木
道
・
八
つ
橋
等
の
小
規
模
 

構
造
物
を
対
象
と
し
た
簡
易
基
礎
工
法
 

で
あ
る
。
多
方
向
に
打
ち
込
ん
だ
鋼
管
 

に
よ
り
構
造
物
を
支
え
る
た
め
に
必
要
 

な
支
持
力
を
得
る
工
法
で
、
従
来
の
コ
 

ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
は
、
地
面
の
掘
削
や
 

重
機
の
搬
入
を
必
要
と
し
た
が
、
c
ー 

L
E
s
s
基
礎
は
、
掘
削
不
要
・
重
機
 

不
要
で
人
力
施
工
が
可
能
で
あ
る
。
大
 

き
な
支
持
力
を
確
保
で
き
湿
地
な
ど
の
 

N
値
一
程
度
の
軟
弱
地
盤
へ
の
対
応
も
 

可
能
で
あ
 

り
、
ま
た
、
 

基
礎
は
軽
 

量
か
つ
小
 

型
で
あ
る
 

た
め
ヘ
リ
 

運
搬
、
人
 

力
運
搬
が
 

想
定
さ
れ
 

る
自
然
公
 

園
で
の
利
 

用
に
メ
リ
 

ツ
ト
が
出
 

る。 主
た
る
 

活
用
場
所
 

は
左
記
と
 

な
る
。
 

，イ ロ． ノ
 

一
 

一
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、
 

ジ
J
 

自
然
環
境
や
生
態
を
守
り
た
い
場
 

所
 

重
機
が
進
入
で
き
な
い
場
所
 

地
盤
が
軟
弱
な
場
所
 

地
盤
掘
削
を
懸
念
す
る
場
所
 

人
力
で
の
施
工
が
前
提
と
な
る
場
 

所
 

ま
た
本
工
法
は
、
構
造
体
に
プ
ラ
擬
 

木
・
ア
ル
ミ
・
鋼
材
、
床
板
に
プ
ラ
擬
 

木
・
合
成
木
材
な
ど
を
用
い
る
こ
と
が
 

可
能
で
、
木
道
な
ど
の
施
設
の
長
寿
命
 

化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

事例2 0・LESS基礎 事例l C-LESS基礎工法を用いた木道 

②
間
伐
材
を
利
用
し
た
 

木
製
鉄
芯
工
法
 

当
社
で
は
、
間
伐
材
自
体
を
有
効
利
 

用
し
た
木
製
構
造
物
と
し
て
、
カ
ラ
マ
 

ツ
や
ス
ギ
な
ど
の
間
伐
材
を
製
材
・
加
 

工
し
、
法
枠
や
籠
等
を
組
み
立
て
る
工
 

法
を
展
開
し
て
い
る
。
 

間
伐
材
の
中
に
鉄
芯
を
通
し
、
相
互
 

を
連
結
す
る
独
自
の
構
造
で
あ
り
、
木
 

材
が
腐
食
し
て
も
一
定
の
強
度
を
保
つ
 

こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
特
長
と
し
て
い
 

る。 連
結
し
た
資
材
を
山
の
斜
面
な
ど
に
 

敷
設
し
て
土
砂
崩
れ
を
防
ぐ
「
ネ
イ
チ
 

ヤ
ー
フ
レ
ー
ム
」
や
、
箱
状
に
し
て
石
 

を
詰
め
、
土
留
め
や
流
路
に
使
う
「
モ
 

ク
カ
ゴ
」
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
約
一
〇
 

年
の
耐
久
性
が
あ
り
、
「
森
林
土
木
構
 

造
物
施
工
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
 
の
 

イ
．
木
製
ダ
ム
工
 

（
鉄
芯
連
結
タ
イ
プ
（
～
型
）
)
 

ロ
．
鉄
芯
木
籠
工
 

ハ
．
木
製
鉄
芯
軽
量
法
枠
工
 

に
該
当
し
、
こ
れ
ま
で
国
内
で
、
 
一
〇
 

〇
件
以
上
の
実
績
が
あ
る
。
 

林
野
庁
の
統
計
に
よ
る
と
、
二
〇
一
 

八
年
の
木
材
の
国
内
自
給
率
は
約
三
七
 

％
、
一
一
〇
一
一
年
か
ら
八
年
連
続
で
上
昇
 

し
て
お
り
、
今
後
も
間
伐
材
の
利
用
促
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進
は
ま
す
ま
す
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。
 

加
工
は
各
拠
点
の
森
林
組
合
に
加
工
 

機
械
を
無
償
貸
与
し
て
行
い
、
資
材
と
 

し
て
完
成
す
る
こ
と
で
製
材
と
は
異
な
 

り
、
加
工
や
運
搬
に
関
わ
る
費
用
を
付
 

加
価
値
と
し
て
活
用
で
き
る
仕
組
み
づ
 

く
り
を
地
域
と
連
携
し
て
行
っ
て
い
る
。
 

③
フ
ル
ボ
酸
を
活
用
し
た
 

法
面
緑
化
工
法
 

フ
ル
ボ
酸
と
は
、
森
林
や
土
壌
に
含
 

ま
れ
る
腐
植
物
質
の
一
種
で
あ
り
、
植
 

物
に
ミ
ネ
ラ
ル
を
補
給
す
る
役
目
を
担
 

っ
て
い
る
。
腐
植
物
質
は
動
植
物
に
よ
 

っ
て
生
産
さ
れ
た
有
機
物
が
微
生
物
に
 

よ
り
分
解
さ
れ
て
塊
に
な
っ
た
も
の
で
、
 

自
然
界
で
は
こ
の
腐
植
土
壌
を
一
m

形
 

成
す
る
の
に
一
〇
〇
年
の
歳
月
を
要
す
 

と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
腐
植
物
質
の
 

う
ち
、
酸
に
よ
っ
て
沈
殿
し
な
い
無
定
 

形
高
分
子
有
機
酸
を
フ
ル
ボ
酸
と
い
う
。
 

フ
ル
ボ
酸
は
、
吸
収
さ
れ
難
い
成
分
 

を
吸
収
さ
れ
や
す
い
形
に
変
え
て
吸
収
 

し
、
生
体
内
の
有
害
物
質
を
排
出
し
や
 

す
い
形
に
変
え
て
排
出
す
る
「
キ
レ
ー
 

ト
効
果
」
に
優
れ
、
そ
の
ミ
ネ
ラ
ル
の
吸
 

収
効
果
の
高
さ
か
ら
、
土
壌
改
善
や
化
 

粧
品
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
利
用
 

価
値
が
高
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
 

そ
の
多
く
は
海
外
か
ら
の
採
掘
資
源
か
 

ら
抽
出
さ
れ
 

て
い
る
た
め
、
 

環
境
破
壊
や
 

資
源
枯
渇
の
 

可
能
性
か
ら
 

問
題
視
さ
れ
 

て
い
る
。
 

当
社
で
は
、
 

海
外
の
採
掘
 

資
源
に
頼
ら
 

ず
、
国
内
で
 

産
出
さ
れ
た
 

木
質
チ
ッ
プ
 

か
ら
抽
出
さ
 

'I4 

》
一
 

れ
た
純
国
産
 
ソ
に
 

の
フ
ル
ボ
酸
 

、、
 

を
植
生
の
成
 
▼／ 

、、、ミ 

義
逮
、
 

嚇
 

ソ 

欝
 

、 ー 

、、、、 

ミミ、、遮 
ミ
、
§
g
 

ミ

ー

 

、
 ミ

 

j

カ
 

、

 

／
 へ

 

ー 
ミ
 

驫
 

「柵 

\ 
槌
 、

 

＼

 

γ

ノ

 

長
促
進
剤
と
し
て
、
植
生
シ
ー
 

、 
~ー 

ト・一二」”一 

、
 

植
 

生
マ
ッ
ト
に
利
用
し
て
い
る
。
 

特
長
と
し
て
は
、
フ
ル
ボ
酸
の
キ
レ
 

ー
ト
効
果
に
よ
り
、
土
壌
内
の
ミ
ネ
ラ
 

ル
（
肥
料
分
）
を
効
率
的
に
植
物
内
に
 

取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
植
生
の
光
 

合
成
量
を
高
め
、
成
長
を
加
速
化
す
る
 

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
成
長
し
 

た
植
生
の
根
に
よ
る
土
壌
の
緊
縛
力
を
 

早
期
に
確
保
す
る
こ
と
で
連
続
し
た
降
 

雨
に
よ
る
侵
食
や
崩
壊
の
発
生
を
抑
制
 

す
る
対
策
工
と
し
て
大
き
な
効
果
を
挙
 

げ
て
い
る
。
 

事例4 モクカゴ（鉄芯木籠） 事例3 ネイチャーフレーム（鉄芯木製法枠） 

本
工
 

法
は
こ
 

れ
ま
で
、
 

愛
媛
県
 

の
治
山
 

施
設
周
 

辺
に
お
 

け
る
法
 

面
の
緑
 

化
工
に
 

よ
る
侵
 

食
防
止
、
 

長
野
県
 

の
自
動
 

車
専
用
 

道
路
の
 

事例5 生育調査（施工後6カ月） 

締
 

x 
l' 

軍一 
●~ 

ど 

c難簾 

鳶 
草丈：約1 5cm 草丈：約50cm 

フルボ酸配合植生シート フルボ酸なし植生シート 

周
辺
法
面
で
の
施
工
等
を
経
て
、
そ
の
 

効
果
検
証
を
行
い
な
が
ら
実
績
を
積
み
 

重
ね
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
 

さ
ら
に
は
、
二
〇
一
六
年
四
月
に
発
生
 

し
た
熊
本
地
震
に
よ
っ
て
崩
壊
土
砂
量
約
 

九
六
万
3
m
に
及
ぶ
大
規
模
な
地
滑
り
が
 

発
生
し
た
高
野
台
、
火
の
鳥
温
泉
（
共
 

に
南
阿
蘇
村
）
の
よ
う
に
、
冬
季
に
お
け
 

る
凍
結
融
解
が
発
生
し
や
す
く
、
か
つ
自
 

然
植
生
に
よ
る
侵
食
防
止
機
能
が
期
待
 

し
難
い
個
所
で
の
採
用
を
受
け
て
い
る
。
 

こ
こ
で
は
、
早
期
に
表
面
侵
食
防
止
効
果
 

を
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
導
入
し
た
植
物
に
 

加
え
て
、
ス
ス
キ
や
ク
マ
ザ
サ
と
い
っ
た
 

現
地
に
生
息
す
る
植
物
の
成
長
を
促
す
 

こ
と
か
ら
、
長
期
に
わ
た
る
表
面
侵
食
防
 

止
機
能
を
発
揮
し
な
が
ら
元
来
の
生
態
 

系
に
遷
移
で
き
る
流
れ
を
構
築
し
て
い
る
。
 

最
後
に
 

c
~
L
E
s
s

基
礎
工
法
は
構
造
、
 

施
工
方
法
を
極
限
ま
で
簡
略
化
す
る
こ
 

と
で
環
境
負
荷
の
低
減
と
施
設
の
長
寿
 

命
化
を
両
立
し
た
工
法
で
あ
る
。
一
方
、
 

間
伐
材
を
利
用
し
た
土
木
構
造
施
設
や
 

フ
ル
ボ
酸
を
用
い
た
緑
化
工
法
は
、
当
 

社
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
防
災
・
減
 

災
技
術
に
、
森
林
資
源
を
循
環
す
る
シ
 

ス
テ
ム
を
組
み
込
ん
だ
事
例
で
あ
る
。
 

今
後
は
、
さ
ら
な
る
長
寿
命
化
、
恒
 

久
的
な
維
持
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
含
め
 

た
日
本
の
森
林
利
用
の
促
進
と
「
災
害
 

に
強
い
森
づ
く
り
」
、
「
災
害
に
強
い
国
 

立
公
園
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
い
く
所
 

存
で
あ
る
。
 

伊
藤
 
順
也
●
い
と
う
 
じ
ゅ
ん
や
 

前
田
工
繊
株
式
会
社
 
景
観
マ
テ
リ
ア
ル
推
 

進
部
長
。
現
在
、
長
寿
命
化
対
応
素
材
・
工
 

法
の
事
業
企
画
、
運
営
を
担
当
。
 

服
部
 
浩
崇
●
は
っ
と
り
 
ひ
ろ
た
か
 

前
田
工
繊
株
式
会
社
 
開
発
技
術
部
環
境
資
 

材
グ
ル
ー
プ
長
。
現
在
、
繊
維
、
木
製
素
材
 

を
使
用
し
た
緑
化
資
材
・
防
災
工
法
の
開
発
 

を
担
当
。
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